
戦前の少年たちの思考を読み解き、理解する極めて貴重な史料

だ－。旧制諏訪中学校（現諏訪清陵高校）雑誌部が昭和初期に発

行した学友会誌掲載の論説が冊子にまとめられ、8冊の学友会誌

とともに同校に寄贈されたb会誌からは「自治」「質実剛健」の校

風が当時から大事にされていた背景がうかがい知れ　開戦直前の

国の在り方や教育論を説く内容もある。同校の倉澤克弥校長は「大

変貴重で素晴らしい題材をいただいた」と感謝し、「生徒にもぜひ

読んでもらい、時代を探究してほしい」と話している。（杉本哲也）

寄贈された8冊の学友会誌と

ともに、冊子を手に感謝する

諏訪清陵高校の倉澤克弥校長
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